
■ 〝桜だ〟〝花見だ〟、全道１長い然別川の桜並木も移植して 20年（人で言えばはたち）が過
ぎ、名実共に桜の名所になりました。楽しく鑑賞し、大切に育てたいものですね。

新エネルギーの活用と施設を調査

バイオマスエネルギーの利活用と事業化・運営管理

第２の基幹産業としての観光振興

一部完成した、新しい病院

　産業厚生常任委員会は平成 19 年６月から平成 23 年２月

までの間、「バイオガス活用」・「観光振興」・「病院の運営」

をテーマとする、継続した所管事務調査を実施しました。

岩手県葛巻町町営牧場に建設された風力発電施設。

町立病院の運営管理

◇岩手県葛巻町
バイオガス利用の実証試験

◇別海町

プラントの運営管理・消化液の利用、研修棟の完成　　　◇中鹿追

観光案内ガイドの育成と活動内容
◇青森市三内丸山◇根室市厚床

温泉資源の活用状況調査
◇然別湖

　酪農業にとって家畜排泄物の適正処理は大きな課題であり、特にふん尿の散布時期には苦情も
多く寄せられていました。
　この解決策として、町ではバイオマスタウン構想を策定し、家畜排泄物を資源として活用する
集中型バイオガスプラントが建設されました。この施設は地域の環境保全や農業振興に寄与する
だけにとどまらず、新エネルギーの実証プラントとしても注目されています。
　委員会では経済産業省の再生可能エネルギー全量買い取り制度について、同省北海道局を訪れ
プラントの経済効果や将来展望の研修を実施しました。
　今後は、設備機械や収集・散布車の修繕、発電機の更新などのランニングコスト増が見込まれ
ます。費用の捻出方法や稼働方法についてが課題となります。

別海町環境推進室の登藤氏よりバイオガス充
填方法を学ぶ。

消化液は専用機械で畑に散布されます。 環境保全センター研修棟、最大 80 人の研修ができます。

　景観と温泉資源の活用で魅力的な商品開発をすすめること。さらに、豊富な農畜産物を加工調
理して提供するなど、特色ある食と観光ガイドによる地域情報の発信が重要です。

国の史跡、青森市三内丸山では観光ボランティアが大活躍。
古代の歴史ロマンをユーモアを交え案内しています。

ボランティアガイドも専門的知識を深めるため自己研修。

地域資源の活用

広大な牧草地をフットパスに活用（左端がオー
ナーの伊藤さん）

ホテル福原坂本支配人より山田温泉におい
て説明を受ける。

　増改築工事は外来患者や入院患者の診療と並行して進められています。細心の注意を払い
ながら綿密な工事計画のもとで進捗していることを報告します。

明るく快適な病院です。

つぶやき


